
 

第１回自転車安全利用促進計画検討委員会議事録 

                                                       日時：平成 27年７月７日 

                            場所：京都府公館第５会議室 
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 単なる教育をするということではなくて、自転車のルールを教えるときに、

こういうルールがあるから守りなさいというのではなかなか守ってもらえな

い。小さい子には何故こういうルールがあるのかというのをきちんとわかって

もらうことによってそのルールを必然的に守ってもらうことができるとか、自

転車がどこを走ればいいか、自転車が走るところがわかるように、路面にきち

んと書く、自転車に乗る人がわかるような取組をすすめていく。 

 あと、個人的なことになりますが、歩道を走るのがあたりまえという形でな

かなか車道を走るというのは怖いなと思っておりました。今回こういう計画を

つくるなかで、色々、自転車のことを勉強していく中で、逆に、車道の左側を

走ることによって、段差がなくすーっと走っていける、歩行者が多いなかを歩

行者をすり抜けて走っていかなくてもいい、走りやすさと教育というのをきち

んと両方セットで考えていかないといけないのかなと思っています。 

 

 万が一加害者になる場合や被害者になる場合もありますので、高校生の時点

で賠償責任等で大きな負担にならないようにということで保険制度に入るよう

な運動もしております。 

 交通安全指導、活動をするときに白線が引いてあると自転車は車両だよ、こ

こ走りなさいよと指導できるんですけど、車道が狭い、ここを通るのは危ない

ところは歩道を走りなさいとなる。啓発を年回４回から６回実施しているんで

すけれども、そういうときには警察署の方にも来ていただいて、細かいレクチ

ャーを受けながら一緒に活動をさせていただいています。まず、やっぱりマナ

ーを守ることが大事だと思います。 

 

 私たちは、人通りの多いところ、自転車がたくさんとまっているところを重

点的に警察署の方と私たちボランティアとで、啓発活動を行っているんです。 

現場に出て、実際に思うことは、みなさんのマナーが全然できてないというこ

となんですね。７月に烏丸今出川で大がかりな自転車の指導をさせてもらった

んですけれども、学生さんがすごく多く、来る人来る人にイヤホンだめという

ことで注意しました。ほんとうに細かいところの決まり、一人ずつのマナーが

全然できてないなということを感じた。 

 左側通行だとか、傘さし運転はいけません、イヤホンしてはいけません、そ

ういったことをみなさんといっしょに啓発していこうと思っています。 

 

 マナーの話がありましたが、私ども会社でも、毎月、月初労働日に出入口で

とかで自転車通勤者への活動をやっております。梅雨どきになってきますと、

傘を差して乗ってくる人が非常に多いということで、正門に門番がいますと、
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その前で傘を閉じて濡れながら入ってくるというようなケースがあるんです。

注意もするんですけれども、まあよろしいやん、ということでその場でなんと

もなければ大丈夫、自分さえ良ければ、そういったところのマナーが非常に曖

昧になってきている。 

 私は関東のほうで勤務しておりましたが、京都へ戻ってきますと自転車の方

が縦横無尽に後ろも見ずに曲がる、右も左も走り回るというのを見ますと非常

に恐ろしく見えることもあります。 

 丁度私どもの直近で歩道を自転車で走っている方と、歩道に出ようとしてい

る自転車がぶつかる通勤途中の事故がありました。どちらが加害者になるか被

害者になるかわからないんですけれども、安易に歩道を走らない、自転車が走

るところを明示する、左側を走りやすくするなどの環境が出来ていけばと思い

ます。 

 

 私も大学で教員をしてまして、普段は滋賀県のキャンパスにいるんですが、

その他にも京都市内にもキャンパスがあります。やはり自転車通学の学生が非

常に多くて、近隣の住民さんからはたまに苦情がきているというような状況で

す。せまい街路を突っ走っているというようなところで、住民さんの方からか

なり危険だというようなことが言われているそうです。 学生にそういったマ

ナーの向上というか、ルールの周知を職員と相談をしていますが、そうはいっ

てもたくさんの学生がいっぺんに通学をしてますので、大量の自転車が通行す

るというようなところを、どういうふうにうまく誘導していくか、あるいは通

行空間をどういう風に作っていくかというところも少し考えないと行けない。 

 今回、自転車の視点から色々考えていくことも必要なんですけれども、自動

車の人から見てもよくわかるのか、歩行者やバイクの人から見てもよくわかる

のか、他の交通手段の人から見てもわかるような啓発、道路の作り方というこ

とも考えていかないといけない、或いは、自転車が通行しやすくというのはな

かなか現実問題難しいと思いますので、道路を使い分けていくというようなも

のが必要なのかなと少し思っています。 

 

 マナーの向上が大切だと思いますが、規則を守ることに関しては、心理学の

研究では三段階あるというふうに言われておりまして、一番高いところが道徳

水準で、次の段階は、慣習と言いますか規則の段階で、一番下の段階は、個人

の段階であると。要は自転車に乗っているときに私たちはどのような意識であ

るかということなんですが、自転車って人と同じだと思っているんですよね、

人が歩いているときにしていることは、自転車でもしてもいい、だから、傘を

差していますよね、或いは、イヤホンで音楽を聞いても良いというふうに思い

がちなんですが、それはだめなんだ、自転車というのも、車の一種なので、と

いう意識をみんなが持つようになりますと、これは劇的に改善するんじゃない

かなというふうに思っています。 

 ヘルメットでも、ヘルメットをかぶるというのは子どもだけではなくて、む

しろ高齢の方たちは頭部の損傷の事故が減るのかなという風に思っています。
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みんなが自転車に乗るときにはヘルメットをしているというふうにしていただ

ければと思います。西洋の社会では、みんなが自転車に乗るときにヘルメット

をするのが普通ですから、新しい運動をするといいのかなという気持ちもあり

ます。 

 

 自転車のマナーの向上とルールの遵守ですけれども、非常に自転車のマナー

が悪いですね、これは学生が多いと言うこともあるでしょうし、学生の自転車

利用が多いということもあるでしょうし、環境の問題もあるかと思います。ル

ールに関しては一時停止、信号をを守ると言うことは当然わかっているが、実

際の運転行動で止まらないというのは、やっぱり意識の問題だと思います。 

 私どもも特に力を入れているのが、小学生の交通安全教室なんですけれども、

子ども自転車安全大会ということで、子どもたちを表彰している。自転車で子

どもの時からルールを守る習慣をつけたら、車のハンドルを持つようになって

も、そういう意識は根付いているだろうと非常に理想的な考え方ですけれども、

それは長いことやっていくなかでわかるんでしょう。小学生の交通安全教育と

いうのは、今後学校ももっと力をいれていただいて、効果が出てくるものかな

と思います。 

 

 高齢者とか、一人暮らしの家庭に、反射材などの啓発物品をお配りしたりし

ています。ヘルメットのことですが、宇治田原町では昔から中学生の子がヘル

メットをかぶって、自転車通学をしているんです。宇治田原町は先駆けて中学

生の時から自転車通学にはヘルメットをかぶってたんやなと思います。 

 私は、車で通勤するんですが、自転車の子がびゅっと飛び出してきて怖かっ

たことがあったんですが、次の、同じ時間帯に出会うと、その子はちゃんと止

まるようになってくれたんですね。自分が怖い目をしたら自転車のルール守る

んやなと思いました。 

 

 生涯学習的なプログラムというのはやっぱり必要だと思います。ルールとか

マナーもきちっと教えていただくことは大事なんですけどね、なぜ右側の逆送

が危険なのかを理解させる必要があると思います。また、自転車は車道左側を

走らなければならないのは分かっていても、「左端通行が怖い」と感じている

人がいます。この人達が左側通行をしない理由、原因を究明し、それにあった

指導や走行環境整備などもしていかないと、「左側を走って下さい」と言った

だけでは、問題の解決ができないと思います。 

 それと、安全教育をするための人材がすごく不足していると言われてますが、

指導者の育成ですよね。育成のプログラムを作っていただきたいなと思います。 

 

 私は車の免許をとるまで、自転車が車両という認識がなく、歩道を普通に走

っていた。自転車の事故の割合で若い人が多いというのは、自転車が車両とい

う認識がないこと、また、車が避けてくれるとか、車の人は私のことをわかっ

てくれているだろうという感じで、車の人任せにして歩いていたり、自転車に
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乗っていたりしていることがあるんです。そういう認識を持っている人が多い

んじゃないかなと思います。自分が車を運転するようになってから、お互い任

せっきりになっているから事故があることを学んだ。 

 自転車に乗っている人がまさか自分が事故にあうとは思っていないし、他人

事だと思う意識がすごく強いと思う。免許をとるまでは、見通しの悪い交差点

とかはそんなに見ずに走っていたんですけど、でも、自分が誰かを怪我させて

しまうんじゃないかというふうに考えるようになってからは、自転車もちゃん

と見通しの悪い交差点とかはバイクを運転する時と同じように右見て左見てと

いうようになって、自転車は車両という認識をもたないといけないと思います。 

 私が行っていた高校では、自転車に関する教育がすごくされていて、並列走

行はあかんとか、車道を通りなさいという風に、あとは、雨が降っているとき

はカッパで、今はどうかわかりません。ただ、高校の時の教育って勉強だけじ

ゃなくて人生においてかなり重要な教育、自転車の乗り方というのも私は高校

の時にそういう教育を受けてきたからであって、そういう教育を受けてきてい

ない人はやっぱり自分が危ないことをしているという認識がないのではないか

と思うので、小中高の小さな時から自転車は車両であるという認識と、自分が

加害者になるかもしれない、被害者になるかもしれないという認識をまずは植

え付けなかったら、大人になってからもそれは直らないのではないかと思いま

した。 

 

確かに今のこどもに教育していくと、大人になってから、先ほどもおっしゃ

ったと思うんですけれども、逆に、途中でルールを無視してという子どももい

るでしょうし、そのためにも、保護者がしっかりルールの意識というのを、子

どもに示すことが必要だと思います。 

   

 

 

 

 


